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 巻頭対談【完全版】  
学びの空間は 
図書館をどう変えるか？ 












 対談日時：2011 年 5 月 13 日 
 司    会：山田政寛（大学教育開発・支援センター准教授） 














































                                                             
3  KULiC-α完成後，2010 年度，中央図書館の入館者数は約 25%増加した。 

































































































































































































                                                             
6  環境がそこに生活する動物に対して提供する価値や意味。生態心理学の用語（『認
知科学辞典』共立出版,2002） 

























































                                                             
8 山内祐平(2011)「キース・ソーヤー『凡才の集団は孤高の天才に勝る』（ダイヤ
モンド社，2009）の推薦文」
































                                                             





























                                                             































                                                                                                                                                               
12 山内祐平(2011) 「仕事をより面白くするオフィス」





















                                                             
13 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会 
『大学図書館の整備について（審議のまとめ）:変革する大学にあって求められる大学












































リカのラーニングセンターの視察に行き， Frank L. Christ 
Outstanding Learning Center Award14
                                                             
14 2008 年にテキサス A&M 大学の Student Learning Center が受賞。このセン






































































































































                                                             
15  「スタンフォード大学、本のほとんど無い図書館を開館」カレントアウェアネス・
ポータル 2010 年 8 月 5 日 http://current.ndl.go.jp/node/16611 (2011 年
8 月 3 日最終確認) 
16 「米国に紙の本が全くない大学図書館が登場」カレントアウェアネス・ポータル 
































                                                             
17 金沢大学の中期目標・中期計画で掲げている，学士・修士一貫の環境教育プログラ
ムの基本資料とするために，国内外の環境に関する資料を集めたコーナー 
20 
 
的な窓口じゃないものが付け加わらないと図書館のいちばん大切な文
化的な部分が抜けるようで，恐い気がします。 
■柴田 言葉のイメージだけで深い意味はないですけれども，図書館に
も「ため」があるんだろうと思います。そこにいろいろなジャンルの人
がいるということが図書館の持っている「ため」であって，そこをうま
く生かしているかどうかということが大学の力だと思います。本当のこ
とを言うと私の図書館の最終的イメージは，「大学がなくても存在する
図書館」というものです。 
■山内 強ければそういうことはありうると思います。 
■柴田 我々に求められているのは，今は「大学に必要とされる図書館」
なんですけれども，最終的には「大学を必要としない図書館」。それ自
体として地域や社会から必要とされる図書館ですね。 
■司会 大学図書館というネーミングでなくなりますね。 
■柴田 逆に大学は「図書館附属大学」でしょうね。以前，あるシンポ
ジウムでそれを言ったら学長は渋い顔をされていましたが…。 
■山内 大学そのものの位置づけも，変わり続けるだろうなと思います。
情報化が進展する中で，今までコスト的にアプローチできなかった人た
ちにも教育を提供できるようにしようという e ラーニングの大学が出
てきたり，多様化してきています。そうすると，今までのカテゴリーだ
と大学ではなかったものが大学になってきたりします。これが大学にな
ったとき，今までの大学はどうなるんだろうということは当然出てくる
はずです。「図書館附属大学」というのも，夢物語ではないかもしれな
いですね。知を生み出すサロンが大学のコアで
その他は大学でなくなってしまう可能性すら
あると思います。今は，「ウソでしょう？」と
いうことが結構起きてしまうので，「超未来」
的に言うとありうるかもしれませんね。 
